
電気自動車ＥＶと軽量化技術

本書で取り上げる技術対象 

本書では、軽量化という技術観点から見た電気自動車ＥＶの発明現状と、今

後の展開余地を探ることを編集のねらいとしました。ＥＶの軽量化は、ゼロエ

ミッションや走行距離と表裏一体の技術観点です。それだけに、空間と移動が

生み出す次世代のシームレスモバイルとしても、社会変革と技術革新をもたら

す可能性に満ちた次世代注目テーマです。本書ではＥＶ軽量化を特徴とする最

新の特許情報（2015～2016年出願）を調べました。そこにはＥＶ軽量化の最近

の発明観点が俯瞰できます。電池電源とコンバータ、インバータの電力系、ワ

イヤハーネスとジャンクションボックスの配電系、モータと減速機の動力系、

ＥＶの各所に欠かせない発熱対策、複合素材や車両構造など、今のＥＶ軽量化

技術の具体例を見ることができます。同時に、多くの今の技術の中に、今だか

ら見つかる次世代ＥＶデザインの要素も探し出すことができそうです。現在の

ＥＶ軽量化への取り組みだけでなく、今を踏み台にして次世代を攻めるうえで

「軽量化」という技術観点は、新たなＥＶならではの研究開発ビジョンを探る

うえで役立つ技術観点だと言えそうです。この先を考えるガイドブックとして

本書をご利用ください。
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◆ガイドマップの説明 

観点（アングル） 件数 定義 
電池と電力変換の電力系 17 件 ＥＶ用電池とコンバータ、インバータなどの電力系に目

をつけて軽量化を図る特許情報を取り上げました。電池

の軽量化、電池搭載フレームの軽量化、電力変換・電源

機器の軽量化などのほか、IGBT モジュールの軽量化、

燃料電池などが含まれています。熱対策での軽量化は別

アングルをご覧ください。 
モータと減速機などの動

力伝達系、 
16 件 モータと減速機、左右輪の動力伝達歯車など、動力伝達

系の軽量化に着目した特許情報を取り上げました。ホイ

ールインモータの２体一体化など、今までの電気自動車

軽量化の取り組み具体例を見ることができます。 
熱対策の軽量化 13 件 モータ、電池、電源ＰＣＵなど、発熱体の熱対策に特徴

ある特許情報を集めました。液冷やエアダクト、熱伝導

放熱などの個々の事例を見ることができます。ヒートポ

ンプも含まれています。 
ワイヤハーネスと配電系 9 件 ケーブルのプロテクタやジャンクションボックスなど、

配電系に関する軽量化に着目した特許情報を取り上げま

した。 
車両構造と素材 8 件 車両構造と素材を取り上げます。ＥＶ車両の全体的な重

量配分や炭素繊維複合材料、軽量化素材としての高強度

発泡材料、安全強度設計と軽量化などの最近の具体例を

集めました。 
軽量と小型モビリティ 6 件 ＥＶ軽量化から「脱」自動車が見えてくるかもしれませ

ん。住居や作業空間とつながる情報シームレスな移動モ

バイルがＥＶかもしれません。次世代ＥＶをイメージす

る原点になる小型モバイルの現在の具体例を集めまし

た。 
ハイブリッドＨＥＶの参

考情報 
3 件 電気自動車にハイブリッド車も含める認識がひろがって

います。この観点アングルにはハイブリッド車固有の軽

量化に関する参考情報を取り上げました。 
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アングルの定義
ＥＶ用電池とコンバータ、インバータなどの電力系に目をつけて軽量化を図る特許情報を取り上げました。電
池の軽量化、電池搭載フレームの軽量化、電力変換・電源機器の軽量化などのほか、IGBTモジュールの軽
量化、燃料電池などが含まれています。熱対策での軽量化は別アングルをご覧ください。

電池と電力変換の
電力系
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公開特許ＪＰ抄録 特開2018-74888
（Ｐ２０１８－７４８８８Ａ）

(43)公開日  平成30年(2018)5月10日審査請求  有  請求項の数10  ＯＬ （全27頁）

(21)特願2016-216772

(22)平成28年(2016)11月4日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   H02M   3/155   (2006.01) 5H125             H02M    3/155          W
   H02M   7/48    (2007.01) 5H127             H02M    3/155          P
   B60L  11/18    (2006.01) 5H730             H02M    7/48           E
   H01M   8/04858 (2016.01) 5H770             B60L   11/18           A
   H01M   8/00    (2016.01)                   B60L   11/18           G

【Ｆターム】5H125 AA01  AC07  AC12  BB05  
                  BB07  BC05  BD02  CB02  
                  FF03  

(71)出願人  本田技研工業株式会社 東京都港区南青山二丁目１番１号
(72)発明者  北本  良太

(54)【発明の名称】電源システム

［続きあり］

(57)【要約】
【課題】十分な性能を確保しつつ、小型化、軽量化、も
しくは低コスト化を実現することができる電源システム
を提供する。
【解決手段】電源システムＡ１の電圧変換ユニット３は
、複数の電圧変換部１５ａ１～１５ｂ２を備え、電圧変
換部１５ｂ１，１５ｂ２には、第１電源１及び第２電源
２の双方の電力を入力し得るように構成されていると共
に、第２電源２よりも第１電源１の方がより多くの電圧
変換部１５ａ１，１５ａ２，１５ｂ１，１５ｂ２に電力
を入力し得るように構成されている。
【選択図】図１

【技術分野】
【０００１】
本発明は、２つの電源と複数の電圧変換部とを有する電
源システムに関する。

【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１電源及び第２電源と、
前記第１電源及び第２電源の電力がそれぞれ入力される
第１電力入力部及び第２電力入力部と、前記第１電源又
は前記第２電源の電力を前記第１電力入力部又は第２電
力入力部から入力可能であり、入力された電力の電圧を
変換してなる電力を出力可能に各々構成された複数の電
圧変換部とを有し、該複数の電圧変換部が、共通の電力

出力部から電力を出力し得るように該電力出力部に並列
に接続された電圧変換ユニットとを備えており、
前記電圧変換ユニットは、前記複数の電圧変換部のうち
の１つ以上の電圧変換部に前記第１電源及び前記第２電
源の双方の電力を入力し得るように構成されていると共
に、前記第２電源よりも前記第１電源の方が前記複数の
電圧変換部のうちのより多くの電圧変換部に電力を入力
し得るように構成されていることを特徴とする電源シス
テム。
【請求項２】
請求項１記載の電源システムにおいて、
前記第１電源及び前記第２電源は、前記第１電源の方が
前記第２電源よりもエネルギー密度が高く、且つ、前記
第２電源の方が前記第１電源よりも出力密度が高いとい
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特開2018-74888(2)

う互いに異なる特性を有する電源であることを特徴とす
る電源システム。
【請求項３】
請求項１又は２記載の電源システムにおいて、
前記第１電源は燃料電池であり、前記第２電源は蓄電器
であることを特徴とする電源システム。
【請求項４】
請求項１～３のいずれか１項に記載の電源システムにお
いて、
前記電圧変換ユニットは、前記第１電源の電力を前記第
１電力入力部から前記複数の電圧変換部の全てに入力し
得るように構成されていることを特徴とする電源システ
ム。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか１項に記載の電源システムにお
いて、
前記電圧変換ユニットは、共通のコアに互いに逆方向の
巻線方向で巻回された２つのコイルのそれぞれを有する
２つの電圧変換部の対を１対以上、備えていると共に、
各対の２つの電圧変換部のうちの一方に電力を入力し得
る電源と、他方に電力を入力し得る電源とが一致するよ
うに構成されていることを特徴とする電源システム。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか１項に記載の電源システムにお
いて、
前記電圧変換ユニットは、前記第１電源の電力だけを入
力し得る前記電圧変換部に前記第１電力入力部から電力
を供給する第１Ａ通電路と、前記第１電源及び第２電源
の双方の電力を入力し得る前記電圧変換部に前記第１電
力入力部から電力を供給する第１Ｂ通電路と、前記第２
電源の電力を入力し得る前記電圧変換部に前記第２電力
入力部から電力を供給する第２通電路とを備えており、
前記第１Ｂ通電路は、前記第１電力入力部から、前記第
１電源及び第２電源の双方の電力を入力し得る前記電圧

変換部に向かう方向と逆方向の電力伝送を阻止するダイ
オードを有すると共に、前記第２電源の電力が前記第２
通電路から第１Ｂ通電路を通って前記第１電力入力部側
に伝送されるのが阻止されるように前記ダイオードを介
して前記第２通電路に接続されていることを特徴とする
電源システム。
【請求項７】
請求項６記載の電源システムにおいて、
前記第１Ｂ通電路は、該第１Ｂ通電路での通電を遮断可
能なスイッチ素子をさらに有することを特徴とする電源
システム。
【請求項８】
請求項１～７のいずれか１項に記載の電源システムにお
いて、
前記第１電源は、充電不能であるか、又は、前記電力出
力部側から前記複数の電圧変換部のうちのいずれかを介
して充電することが禁止された電源であり、
前記第２電源は、充電可能な電源であり、
前記第１電源の電力だけを入力し得る前記電圧変換部は
、前記第１電力入力部側から前記電力出力部側への一方
向にのみ電力を伝送し得るように構成された一方向型の
電圧変換部であり、前記第２電源の電力を入力し得る前
記電圧変換部は、前記第２電力入力部側と前記電力出力
部側との間で双方向に電力を伝送し得るように構成され
た双方向型の電圧変換部であることを特徴とする電源シ
ステム。
【請求項９】
請求項８記載の電源システムにおいて、
前記電力出力部は、回生電力を出力可能な電動機に接続
されることを特徴とする電源システム。
【請求項１０】
請求項１～９のいずれか１項に記載の電源システムを備
えることを特徴とする輸送機器。
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アングルの定義
モータと減速機、左右輪の動力伝達歯車など、動力伝達系の軽量化に着目した特許情報を取り上げました。
ホイールインモータの２体一体化など、今までの電気自動車軽量化の取り組み具体例を見ることができます。

モータと減速機などの
動力伝達系
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公開特許ＪＰ抄録 特開2018-48686
（Ｐ２０１８－４８６８６Ａ）

(43)公開日  平成30年(2018)3月29日審査請求  未請求  請求項の数7  ＯＬ （全21頁）

(21)特願2016-183772

(22)平成28年(2016)9月21日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   F16H  48/36    (2012.01) 3J027             F16H   48/36            
   F16H  48/10    (2012.01)                   F16H   48/10            
   F16H  48/34    (2012.01)                   F16H   48/34            

【Ｆターム】3J027 FA34  FA36  FB01  GA01  
                  GB04  GB08  GC13  GC24  
                  GC26  GD02  GD08  GD09  

(71)出願人  ＮＴＮ株式会社 大阪府大阪市西区京町堀１丁目３番１７号
(72)発明者  雪島  良（外1名）

(54)【発明の名称】車両駆動装置

［続きあり］

(57)【要約】
  【課題】  トルク差増幅機構を小さくして、トルク差
増幅機構を含む左右駆動輪装置を小型、軽量化し、歯車
軸の回転精度を確保する。
  【解決手段】  二つの電動モータ２Ｌ、２Ｒからのト
ルクを左右輪に分配する歯車装置３０と同軸上にある減
速装置の歯車軸に、遊星歯車機構３０Ｌ、３０Ｒの内歯
車ＲL、ＲRと連結され、入力側の歯車と噛み合う外歯車
と、遊星歯車機構３０Ｌ、３０Ｒの遊星キャリヤＣL、
ＣRと連結され、出力歯車の歯車と噛み合う外歯車とを
設け、第１および第２結合部材３１、３２と同軸上に配
置される太陽歯車ＳL、ＳRが、第１および第２結合部材
３１、３２と別体で、第１および第２結合部材に対して
スプライン嵌合していることを特徴とする。
【選択図】  図２

【技術分野】
【０００１】
この発明は、独立した二つの駆動源からの駆動トルクを
左右の駆動輪にトルク差を増幅して伝達することができ
る車両駆動装置に関するものである。

【特許請求の範囲】
【請求項１】
車両に搭載され独立して制御可能な二つの駆動源と、前
記二つの駆動源と左右の駆動輪との間に設けられ、前記
二つの駆動源からのトルクを左右輪に分配する歯車装置
と、前記二つの駆動源のトルクを前記駆動輪に伝達する
減速装置とを備える車両駆動装置において、前記減速装
置は、駆動源に連結し、入力歯車を有する入力歯車軸と

、駆動輪に連結し、出力歯車を有する出力歯車軸と、歯
車の噛合いにより入力歯車軸から出力歯車軸の間のトル
ク伝達を行う中間歯車軸が少なくとも1つ以上配され、
前記減速装置を構成する歯車が外歯車であり、前記二つ
の駆動源からのトルクを左右輪に分配する歯車装置は、
同軸に配された左右の1対の歯車軸と同軸上に二つ組み
合わせた３要素２自由度の遊星歯車機構からなり、前記
遊星歯車機構は、内歯車と、前記内歯車と同軸上に設け
られた遊星キャリヤと、前記内歯車と同軸上に設けられ
た太陽歯車と、公転歯車としての複数の遊星歯車とを有
し、前記二つの遊星歯車機構の一方の遊星キャリヤと他
方の太陽歯車とを結合する第１結合部材と、一方の太陽
歯車と他方の遊星キャリヤとを結合する第２結合部材と
を有し、前記歯車装置と同軸上にある前記減速装置の歯
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特開2018-48686(2)

車軸に、前記遊星歯車機構の内歯車と連結され、入力側
の歯車と噛み合う外歯車と、前記遊星歯車機構の遊星キ
ャリヤと連結され、出力歯車の歯車と噛み合う外歯車と
を設け、第１および第２結合部材と同軸上に配置される
太陽歯車が、第１および第２結合部材とスプライン嵌合
していることを特徴とする車両駆動装置。
【請求項２】
前記第１および第２結合部材が遊星キャリヤに対してイ
ンロー部およびスプライン部を有することを特徴とする
請求項１に記載の車両駆動装置。
【請求項３】
前記左右の太陽歯車と第１および第２結合部材とのスプ
ライン嵌合の隙間よりも、第１および第２結合部材と遊
星キャリヤとのスプライン嵌合部の隙間の方が小さく設
定していることを特徴とする請求項１に記載の車両駆動
装置。
【請求項４】

前記左右の太陽歯車が第１および第２結合部材に対して
軸方向抜け止め部材を有することを特徴とする請求項１
～３のいずれかに記載の車両駆動装置。
【請求項５】
前記第１および第２結合部材が遊星キャリヤに対して軸
方向抜け止め部材を有することを特徴とする請求項１～
４のいずれかに記載の車両駆動装置。
【請求項６】
前記減速装置をハウジング内に設け、左右の遊星キャリ
ヤの両端はハウジングに対して、インボード側とアウト
ボード側を転がり軸受で回転自在に支持されていること
を特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の車両駆動
装置。
【請求項７】
前記遊星歯車機構の内歯車が遊星キャリヤに対して転が
り軸受で回転自在に支持されていることを特徴とする請
求項１～６のいずれかに記載の車両駆動装置。
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ＩＰＣ／ＦＩガイド 
 
深掘した調査を行う上でのガイドとしてもご利用いただけます。深掘調査には特許分類 IPC（国際特許

分類）や日本特許庁独自の FI（ファイルインデックス）を使うと便利です。この IPC/FI ガイドでは、本

書で実際にとりあげた全アングルの特許情報に用いられている IPC と FI を抽出し、掲載しています。実

際の公報に付与されている IPC と FI を知り、それに基づいて類似の公報を探る場合の手がかりとしてご

利用いただくことを目的としています。IPC、FI の説明は「特許情報プラットフォーム」をご参照くださ

い。 

「特許情報プラットフォーム」https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

電気自動車ＥＶと軽量化技術 上位 5位のＩＰＣ／ＦＩ 

・ 頻出度上位 5 位までを掲載しています。 
・ IPC は発明情報、付加情報の区別なく集計しています。 
・ FI は公報フロントページではなく、審査経過情報に付与されている FI を記載しています。編集時点で審査経過

情報の無いものは除いています。 
 

 

電池と電力変換の電力系：17 件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

B60K1/04 

B62D25/20 

B60L11/18 

H01M2/10 

H02M3/155 

B60K1/04 

B62D25/20 

B60L11/18 

H01M2/10 

H02M3/155 

9 

8 

6 

5 

3 

B60K  1/04      Z 

B62D 25/20      G 

H01M  2/10      S 

B60L 11/18      A 

B62D 25/20      F 

以下続く 

9 

5 

5 

4 

2 

 

 

モータと減速機などの動力伝達系：16 件 

ＩＰＣ 件数 ＦＩ 件数 

F16H48/10 

F16H48/36 

F16H57/04 

B60K1/02 

B60K7/00 

(20120101) 

(20120101) 

(20100101) 

(20060101) 

(20060101) 

8 

7 

6 

6 

4 

F16H 48/10        

F16H 48/36        

B60K  1/02        

B60K  7/00        

F16H 57/04      K 

以下続く 

8 

6 

6 

4 

3 
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掲載特許一覧表 
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掲載特許一覧表
公報番号昇順

公報番号 出願人 発明の名称 出願日 アングル

特開 2016-016117 ブリヂストンスポーツ株式会
社 

マルチピースソリッドゴルフ
ボール

2014/07/08 モータと減速機
などの動力伝達
系

特開 2016-137730 本田技研工業株式会社 電動車両 2015/01/26 電池と電力変換
の電力系 

特開 2016-157580 ダイキョーニシカワ株式会社 発熱体の冷却構造 2015/02/24 熱対策の軽量化 

特開 2016-176517 ＮＴＮ株式会社 サイクロイド減速機およびこ
れを備えたモータ駆動装置

2015/03/19 モータと減速機
などの動力伝達
系

特開 2016-181393 三菱自動車工業株式会社 電池ケース 2015/03/24 電池と電力変換
の電力系 

特開 2016-199136 ＮＴＮ株式会社 ２モータ車両駆動装置 2015/04/09 モータと減速機
などの動力伝達
系

特開 2016-199730 エフテックス有限会社 炭素繊維強化・改質ポリエス
テル樹脂の発泡成型体の製造
方法

2015/04/07 車両構造と素材 

特開 2016-210206 アイシン軽金属株式会社 フレーム構造体 2015/04/30 電池と電力変換
の電力系 

特開 2016-213376 三菱電機株式会社 電力変換装置 2015/05/12 電池と電力変換
の電力系 

特開 2017-019389 ＮＴＮ株式会社 車両用モータ駆動装置 2015/07/10 モータと減速機
などの動力伝達
系

特開 2017-041973 本田技研工業株式会社 駆動装置及び輸送機器 2015/08/19 電池と電力変換
の電力系 

特開 2017-043242 矢崎総業株式会社 車両用電気接続装置 2015/08/27 ワイヤハーネス
と配電系

特開 2017-061226 トヨタ自動車株式会社 電動機の冷却装置 2015/09/24 熱対策の軽量化 

特開 2017-065301 ＮＴＮ株式会社 車両用モータ駆動装置 2015/09/28 モータと減速機
などの動力伝達
系

特開 2017-065489 富士重工業株式会社 衝突荷重緩和構造体 2015/09/30 電池と電力変換
の電力系 

特開 2017-065490 富士重工業株式会社 衝突荷重緩和構造体 2015/09/30 電池と電力変換
の電力系 

特開 2017-067258 トヨタ自動車株式会社 動力伝達装置の冷却構造 2015/10/02 モータと減速機
などの動力伝達
系

特開 2017-072221 トヨタ自動車株式会社 車両用動力伝達装置の油路構
造 

2015/10/08 モータと減速機
などの動力伝達
系

特開 2017-078449 ＮＴＮ株式会社 左右輪駆動装置 2015/10/20 モータと減速機
などの動力伝達
系

特開 2017-081400 本田技研工業株式会社 車体構造 2015/10/27 車両構造と素材 

特開 2017-093927 プレス工業株式会社 組立式自走車椅子 2015/11/26 軽量と小型モビ
リティ

特開 2017-100700 トヨタ自動車株式会社 車両用冷却装置 2016/07/15 熱対策の軽量化 

特開 2017-109587 いすゞ自動車株式会社 ハイブリッド車両 2015/12/16 熱対策の軽量化 

特開 2017-114190 本田技研工業株式会社 車体後部構造 2015/12/22 電池と電力変換
の電力系 

特開 2017-121934 トヨタ自動車株式会社 車両用冷却装置 2017/04/12 熱対策の軽量化 
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